

















































全国 農村部 都市部 1日1 ＄未満 1日2 ＄未満
30.2 24.7 28.6 34.7 79.9









部　門 1992-1994 1994-1997 1997-2004 2004-2006
農　　業 5.0 4.6 2.5 2.3
工　　業 5.3 10.8 5.4 8.7
サービス 6.0 7.9 7.7 10.0
GDP 5.5 7.5 5.8 8.5














































































社会セクター 5.66 6.23 6.04
教　　育 2.74 2.88 2.87
保健医療 1.25 1.41 1.39
合　　計 27.82 28.30 27.19









































男性 女性 男子 女子
全国平均 210 ＄ 59.3 59.8 65.1 42.5





























ⅵ） 18歳以下の家事労働者はネパール全国都市域で5万人以上、カトマンズ市に限っても約2万人にのぼる（Domestic Workers in Nepal 




ⅷ） UN Office on Drugs and Crime による。The Himalayan Times 2007年9月26日
ⅸ） ダリットを対象とした総合的な実態調査としては、TEAM Consult(1999) The Condition of Dalits(Untouchables) in Nepal: Assessment 
of the Impact of Various Development Interventions, UNDP Nepal Kathmandu がある。また、差別の実態を明らかにし、解放運動の足
がかりを築いた報告として、Bhattachan, Krishana B., et al.(2001), Existing Practice of Caste-based Untouchability in Nepal and Strategy 
for Campaign for Its Elimination, Action-aid Nepal, Kathmandu　がある。
－ 159 －
ア諸国の中で最も高い減少率である。過度の開発
と改善されない貧困問題がその原因と考えられ
る。ネパール政府は森林の国有化をはかり、森林
利用者組織をつくって共有林の確保を試みたが、
歯止めはかかっていない。また、過度な伐採が大
量の土砂水を生じさせ、下流のインド、バングラ
デシュで大洪水を頻発させる原因となり、ネパー
ルの貧困が隣国の貧困を引き起こす現象が見られ
る。環境破壊と貧困の負のスパイラルを断ち切ら
ねばならない。
４．おわりに
　インドとネパールに共通して見られるのは、政
府の対応に具体策はなく、状況の改善が見込めな
いことである。両国とも国際ＮＧＯの活躍が広く
見られ、それらが福祉のごく一部をカバーしてい
る状況である。しかし、首都周辺に6割が集中し
ておりＮＧＯ活動には地域的な偏りが大きい。当
事者団体や社会福祉団体の結成のほか、一般市民
に社会福祉活動が浸透する素地作りが必要と考え
られる。
ⅹ） ネパールは地球の表面積の0.1％を占めるにすぎないが、世界的に重要とされる内陸型河川湿地の27地帯の内20が存在している。
ネパール固有の植物は246種にのぼり、地球上で絶滅危機に瀕している植物種が全部で91種類確認されている。しかし、人口と
家畜数の増加により湿地や隣接する林野が開墾され、希少生物の生息地である湿地帯が分断された結果、多くの種が絶滅の危機
に瀕している。
